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佐野市議会議員政治倫理条例施行規程 

（趣旨） 

第１条 この告示は、佐野市議会議員政治倫理条例（令和５年佐野市条例第

２号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （市と特別の関係にある法人等） 

第２条 条例第４条第３号の市と議会告示で定める特別の関係にある法人等

は、次に掲げるものとする。 

(１) 社会福祉法人佐野市社会福祉協議会 

 (２) 公益社団法人佐野市シルバー人材センター 

 (３) 一般社団法人佐野市観光協会 

 （市民審査請求代表者の証明） 

第３条 条例第５条の規定により政治倫理基準の違反の存否に係る審査を請

求しようとする代表者（本市の選挙人名簿に登録されている者の連署によ

る場合の代表者に限る。以下「市民審査請求代表者」という。）は、佐野市

議会議員政治倫理市民審査請求代表者証明書（別記様式第１号。以下「市

民審査請求代表者証明書」という。）の交付を、議長に申請しなければなら

ない。 

２ 前項の規定による申請は、佐野市議会議員政治倫理市民審査請求代表者

証明書交付申請書（別記様式第２号）に佐野市議会議員政治倫理市民審査

請求書（別記様式第３号。以下「市民審査請求書」という。）を添えて行わ

なければならない。 

３ 議長は、第１項の規定による申請があったときは、直ちに、佐野市選挙

管理委員会（以下「選挙管理委員会」という。）に市民審査請求代表者が本

市の選挙人名簿に登録された者であるかどうかの確認を求め、その確認が

あったときは、これに市民審査請求代表者証明書を交付し、かつ、その旨

を告示しなければならない。 

４ 市民審査請求代表者証明書の交付を受けた市民審査請求代表者が２人以

上ある場合において、その一部の市民審査請求代表者が条例第９条第１項

において準用する地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」とい

う。）第７４条第６項各号のいずれかに該当するに至ったときは、他の市民

審査請求代表者は、当該市民審査請求代表者証明書を添えて、その旨を議
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長に届け出て、当該市民審査請求代表者証明書に市民審査請求代表者の変

更に係る記載を受けなければならない。 

５ 選挙管理委員会は、市民審査請求代表者証明書の交付を受けた市民審査

請求代表者が条例第９条第１項において準用する法第７４条第６項各号の

いずれかに該当することを知ったときは、直ちに、その旨を議長に通知し

なければならない。 

６ 議長は、第４項の規定による届出又は前項の規定による通知を受けた場

合その他市民審査請求代表者が条例第９条第１項において準用する法第７

４条第６項各号のいずれかに該当することを知ったときは、直ちに、その

旨を告示しなければならない。 

（選挙人名簿に登録されている者による署名の手続） 

第４条 市民審査請求代表者は、佐野市議会議員政治倫理市民審査請求者署

名簿（別記様式第４号。以下「市民審査請求者署名簿」という。）に市民審

査請求書又はその写し及び市民審査請求代表者証明書又はその写しを付し

て、本市の選挙人名簿に登録されている者に対し、署名（盲人が公職選挙

法施行令（昭和２５年政令第８９号）別表第１に定める点字で自己の氏名

を記載することを含む。以下同じ。）を求めなければならない。 

２ 市民審査請求代表者は、本市の選挙人名簿に登録されている者に委任し

て、前項の規定により署名を求めることができる。この場合において、委

任を受けた者は、市民審査請求書又はその写し及び市民審査請求代表者証

明書又はその写し並びに署名を求めるための市民審査請求代表者の佐野市

議会議員政治倫理市民審査請求署名収集委任状（別記様式第５号。以下「市

民審査請求署名収集委任状」という。）を付した市民審査請求者署名簿を用

いなければならない。 

３ 前２項の署名は、前条第３項の規定による告示があった日から１月以内

でなければ求めることができない。ただし、条例第９条第１項において準

用する法第７４条第７項の規定により署名を求めることができないことと

なったときは、同項の規定により署名を求めることができないこととなっ

た期間を除き、前条第３項の規定による告示があった日から３１日以内と

する。 

（署名簿の提出、審査及び却下） 
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第５条 市民審査請求代表者は、市民審査請求者署名簿に署名した者の数が

本市の選挙人名簿に登録されている者の総数の１００分の１以上の数とな

ったときは、前条第３項の規定による期間満了の日の翌日から５日以内に、

市民審査請求者署名簿（市民審査請求者署名簿が２冊以上に分れていると

きは、これらを一括したもの）に佐野市議会議員政治倫理市民審査請求者

署名簿署名証明申請書（別記様式第６号）を付し、議長を経由して選挙管

理委員会に提出しなければならない。 

２ 選挙管理委員会は、前項の規定による提出を受け、市民審査請求者署名

簿の署名の有効又は無効を決定する場合において、同一人に係る２以上の

有効署名があるときは、その一つを有効と決定しなければならない。 

３ 選挙管理委員会は、佐野市議会議員政治倫理市民審査請求署名審査録（別

記様式第７号。以下「市民審査請求署名審査録」という。）を作成し、署名

の効力の決定に関し、関係人の出頭及び証言を求めた次第、無効と決定し

た署名に係る決定の次第その他必要な事項をこれに記載し、市民審査請求

者署名簿の署名の効力が確定するまでの間、これを保存しなければならな

い。 

４ 選挙管理委員会は、市民審査請求者署名簿の提出が第１項に規定する期

間を経過してなされたものであるときは、これを却下する。 

（署名の取消し） 

第６条 市民審査請求者署名簿に署名した者は、市民審査請求代表者が前条

第１項の規定により市民審査請求者署名簿を選挙管理委員会に提出するま

での間は、市民審査請求代表者を通じて、当該署名簿の署名を取り消すこ

とができる。 

（署名者の総数及び有効数の告示） 

第７条 選挙管理委員会は、条例第６条第１項の規定による署名簿の署名の

証明が終了したときは、直ちに、市民審査請求者署名簿に署名した者の総

数及び有効署名の総数を告示しなければならない。 

（署名の効力証明の修正） 

第８条 選挙管理委員会は、条例第６条第４項の規定による証明の修正をす

るときは、その修正が異議の決定に基づく旨並びに異議の申出人の氏名及

び異議の決定の年月日を市民審査請求者署名簿に付記し、及び市民審査請
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求署名審査録にその修正の次第を記載しなければならない。 

（署名簿返付の際の記載事項） 

第９条 選挙管理委員会は、条例第６条第５項の規定により市民審査請求者

署名簿を議長を経由して市民審査請求代表者に返付するときは、当該署名

簿の末尾に署名した者の総数並びに有効署名及び無効署名の総数を記載し

なければならない。 

（請求の期日及び添付書類） 

第１０条 条例第５条の規定による請求（本市の選挙人名簿に登録されてい

る者の連署による場合に限る。）は、条例第６条第５項の規定による返付を

受けた市民審査請求者署名簿の署名の効力の決定に関し、市民審査請求代

表者において不服がないときはその返付を受けた日又は市民審査請求代表

者が行った審査の申立ての裁決若しくは訴訟の判決が確定したときはその

効力の確定した日から５日以内に、市民審査請求書に佐野市議会議員政治

倫理市民審査請求署名収集証明書（別記様式第８号。本市の選挙人名簿に

登録されている者の総数の１００分の１以上の者の有効署名があることを

証明する書面をいう。以下「市民審査請求署名収集証明書」という。）及び

市民審査請求者署名簿を添えて、これをしなければならない。 

２ 市民審査請求署名収集証明書には、市民審査請求者署名簿の署名の効力

の決定に関する裁決書又は判決書があるときは、これを添えなければなら

ない。 

（請求の却下及び補正） 

第１１条 議長は、前条第１項の請求があった場合において、市民審査請求

者署名簿の有効署名の総数が本市の選挙人名簿に登録されている者の総数

の１００分の１の数に達しないとき、又は同項に規定する期間を経過して

いるときは、これを却下する。 

２ 議長は、前条第１項の請求があった場合において、その請求が適法な方

式を欠いているときは、３日以内の期限を付して市民審査請求代表者に補

正させなければならない。 

３ 議長は、市民審査請求代表者が前項の期限内に補正しないときは、前条

第１項の請求を却下する。 

（請求を受理したときの通知及び告示） 
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第１２条 議長は、第１０条の規定による請求を受理したときは、直ちに、

その旨を市民審査請求代表者に通知し、並びにその者の住所及び氏名並び

に政治倫理基準に違反する疑いがあると認められる内容を告示しなければ

ならない。 

 （議員による署名の手続等） 

第１３条 議員が条例第５条の規定により政治倫理基準の違反の存否に係る

審査を請求しようとするときは、その代表者（以下「議員審査請求代表者」

という。）が佐野市議会議員政治倫理議員審査請求者署名簿（別記様式第９

号。以下「議員審査請求者署名簿」という。）に佐野市議会議員政治倫理議

員審査請求書（別記様式第１０号。以下「議員審査請求書」という。）又は

その写しを付して、議員に対し、署名を求めなければならない。 

２ 前項の署名は、議員審査請求者署名簿に最初に署名した議員の署名日か

ら１４日以内でなければ求めることができない。ただし、条例第９条第２

項において準用する法第７４条第７項の規定により署名を求めることがで

きないこととなったときは、同項の規定により署名を求めることができな

いこととなった期間を除く。 

３ 議員審査請求代表者は、議員審査請求者署名簿に署名した議員の数が議

員の定数の３分の１以上の数となったときは、前項の規定による期間満了

の日の翌日から５日以内に、議員審査請求書に議員審査請求者署名簿を添

えて、条例第５条の規定による請求（議員の連署による場合に限る。）をし

なければならない。 

４ 議長は、前項の請求があった場合において、議員審査請求者署名簿の有

効署名の総数が議員の定数の３分の１の数に達しないとき、又は同項に規

定する期間を経過しているときは、これを却下する。 

５ 議長は、第３項の請求があった場合において、その請求が適法な方式を

欠いているときは、３日以内の期限を付して議員審査請求代表者に補正さ

せなければならない。 

６ 議長は、議員審査請求代表者が前項の期限内に補正しないときは、第３

項の請求を却下する。 

７ 議長は、第３項の規定による請求を受理したときは、直ちに、その旨を

議員審査請求代表者に通知し、並びにその者の氏名及び政治倫理基準に違
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反する疑いがあると認められる内容を告示しなければならない。 

（その他） 

第１４条 この告示に定めるもののほか、必要な事項は、議長が別に定める。 

附 則 

この告示は、令和５年４月１日から施行する。 


